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海外派遣された農業高校生が成果報告会を行います 
 

  県立高等学校の農業学科に在籍する生徒１０名が、７月２０日から８月３日までの１５日間、ア

メリカ合衆国、ブラジル連邦共和国等を訪問し、現地の農場において体験学習を主体とした農業実

習を行いました。 

このたび、その成果報告会を行いますのでお知らせします。 

 

記 

 

１ 日  時  令和６年１２月１９日（木） 午後２時００分～午後３時３０分 

２ 会  場  岐阜県庁２０階 ２００１会議室 

３ 内  容  （１）派遣生徒代表挨拶 

（２）派遣団生徒報告 

（３）県教育長挨拶 

（４）派遣団報告（実習体験・研究報告） 

（５）県高等学校教育研究会 農業教育部会長挨拶 

         

４ 参 加 者  【派遣生】岐阜農林高等学校 ３名    大垣養老高等学校 １名 

              郡上高等学校   １名    加茂農林高等学校 １名 

              恵那農業高等学校 ２名    飛騨高山高等学校 ２名 

         【引 率】団長  水野  歩  教諭（恵那農業高等学校） 

              副団長 井ノ浦 慎司 教諭（岐阜農林高等学校） 
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【農業高校生海外実習派遣事業】 

本事業は、昭和５０年代初期に県政課題として農業後継者の育成が挙げられたことを発端に、本県農

業の活性化と持続可能な農業に対応できる担い手を育成することを目的として、全国に先駆けて始めた

海外での農業実習です。昭和５３年度に第１回の派遣をスタートし、令和６年度で４３回目です。 


